
 

 

 

 

第 2 次 帯広市都市計画マスタープラン 

 

【大空地区地区別構想】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帯広市都市環境部都市建築室都市政策課 

 

 

（資料２）



  



 

 

大空地区は、市街地の南西部郊外に位置し、周辺には帯広の森や農地が広

がり、地区の東側はウツベツ川に接しているなど、自然環境に恵まれた住宅

地です。 

 

   この地区は、1967 年（昭和 42 年）から「みどりと太陽のまち」をテ

ーマに、住宅団地として造成が始まり、グリーンベルトで囲まれた区域に、

学校や保育所、公園など、様々な施設が整備されていきました。 

一方で、地区内の人口は、少子高齢化や核家族化の進行などにより、1980

年（昭和 55 年）の９,111 人をピークに、減少傾向が続いていました。 

 

このような状況の中、大空地区は、緑に包まれた自然環境を背景に、住民

同士のつながりが強く、お祭りや運動会、自治会活動が積極的に行われるな

ど、コミュニティの形成が図られてきています。 

 

また、近年の公共施設跡地における戸建て住宅の建設などにより、子育て

世代等が増加するなど、人口は増加傾向を示しているほか、今年度には、市

内で唯一の小中一貫の義務教育学校が開校するなど、大空地区を取り巻く環

境が大きく変化してきています。 

 

このように、地区内にはまちの活力を高める「まちのツボ」が秘められて

おり、そのツボを刺激することで地区の持つ活力が地区全体に広がっていく

ものと考えています。 

 

大空地区地区別構想は、地区内の状況変化を転機と捉え、地区内の「まち

のツボ」を探りながら、住んでいる人がいきいきと暮らせる住み心地のよい

都市空間となるよう、第２次帯広市都市計画マスタープランの地区別の方針

として策定するものです。 

 

 

 

 

 
 １ はじめに 
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住宅地の道路状況 

大空学園義務教育学校 

地域のイベント（大空まつり） 
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地区内では、大空ま

つりや盆踊り、運動

会などが行われてい

ます。 

 
 ２ 地区の現状 

交通量が少なく、安

全安心で静かな環境

です。 

令和 4 年 4 月より、

大空学園義務教育学

校が開校しました。 

年代を超えた地域

内の交流が積極的

に図られていま

す。 



大空公園 

-３- 
出典：帯広市撮影航空写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区住民は、生鮮食品や日用品、衣類

などを購入する場所が少ないため、地

区外の商業施設へ買い物に出かけて

います。 

地区内には、大小さ

まざまな公園が整備

されています。 

地区内の道路は、通過交

通とならないよう整備

されています。 

幹線道路沿いには、緑

地帯が整備されていま

す。 

地区を取り囲むように

グリーンベルトが整備

されています。 

地区人口は、ピーク時から半減してい

ますが、近年は、若者世帯の移住がみ

られ、増加傾向にあります。 



グリーンベルト沿いの生活道路 

地域のイベント（大空まつり） 
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 地区の現状を踏まえ、地区の将来像を次のとおりとします。 

 

(1)  緑とともに暮らす静かなまち 

 木々に囲まれて暮らせる環境は、大空地区での生活に潤いや安らぎを与

える要素となっていることから、地区を取り囲む樹木や公園、緑地などに

よる、緑豊かな住み心地のよいまちを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  人がつながり、笑顔あふれるまち 

地域の人が年代を超え、たくさんの仲間と力を合わせながら、普段の生

活からワクワクする、ふらっと出かけたくなる住み心地のよいまちを目指

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ３ 「住み心地のよいまち」を目指して 



他都市での取り組み事例（hocco(ホッコ）） 

） 

「まちのツボ」を押すことで、地域に活力が波及する様子 

 ※「まちのツボ」は、人体のツボになぞらえて、地域においても活力を 

向上させる波及効果が期待できる、場所や取り組みのことです。 

-５- 

(3)  人が行きかい、留まりたくなるまち 

 地域の人や事業者などの創意工夫により、たくさんの人が行きかい、見

ているだけで楽しく、集いたくなるまちとし、周辺地域の活力が向上され

る住み心地のよいまちを目指します。（まちのツボ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆まちのツボ イメージ図◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



グリーンベルト沿いの住宅地 

） 

地域の取り組み事例 

） 

海外での取り組み事例 

） 
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「住み心地のよいまち」を目指すため、ゾーニングを次のとおりとします。 

 

(1)  静かな環境で暮らせるゾーン 

   ・緑に包まれた閑静な住宅地ゾーン 

   ・静かで安全・安心に暮らせるゾーン 

 

 

 

 

 

 

(2)  様々な年代によるコミュニティが作られるゾーン 

   ・子供から老人まで日常的に支えあい交流するゾーン 

  

 

 

 

 

 

(3)  人が行きかう・出かけたくなるゾーン 

   ・さまざまな年代が集まるゾーン 

・たくさんの仲間と力を合わせるゾーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ４ 土地利用の方針 
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 ５ 土地利用方針図 
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大空地区地区別構想の将来像である「住み心地のよいまち」の実現に向け

て、住民と事業者・団体、行政が連携し、それぞれが持っている情報や知識、

経験を共有し、地域内で協力しながら取り組みを行うこととし、それぞれの 

役割を次のとおりとします。 

 

(1) 住民 

    自分たちの住むまちに今後も愛着を持ち、さまざまな事業主体と協力

しながら、住みやすく、心地よい生活環境を育みます。 

 

(2) 事業者・団体 

    地域住民のみならず、業種の異なる事業者等と協力し、様々なことに

チャレンジし、地域の活力が向上されるよう取り組みます。 

 

(3) 行政 

    様々な主体のコーディネート役となり、みんなで「まちのツボ」を探

りながら、地域の活性化につながる、住民や事業者・団体による「まち

育て」の取り組みを支援します。 

 

 
 ６ 実現に向けて  ～人をつなぐまちを共創する～ 
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参考資料 

 

１ 大空地区の概要 

 （１） 大空地区の変遷 

   ① 航空写真 

   ② 造成変遷図 

   ③ 道営・市営住宅整備状況 

 （２） 大空地区の人口 

   ① 帯広市人口・大空地区人口推移 

   ② 大空地区年齢構造別推移 

 

2 大空地区地区別構想の策定経過 

 （１） 地区別構想策定経過 

（２） 帯広市都市計画審議会専門部会 委員名簿 

（３） 帯広市都市計画審議会専門部会 設置要綱 

 

３ 大空地区まち育てアンケート調査 

（１） 実施概要 

（２） アンケート回答用紙 

（３） アンケート集計結果 

 

４ その他 

 （１） 参考事例 

  ① hocco（ホッコ） 
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１ 大空地区の概要 

 

（１） 大空地区の変遷 

 

① 航空写真 

 

    1963（S38）                         1968（S43） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    1974（S49）                         1977（S52） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土地理院ウェブサイト 出典：国土地理院ウェブサイト 

出典：国土地理院ウェブサイト 出典：国土地理院ウェブサイト 
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    1987（S62）                         2005（H17） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    2016（H28）                         2020（R2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土地理院ウェブサイト 出典：帯広市撮影航空写真 

出典：帯広市撮影航空写真 出典：帯広市撮影航空写真 
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② 造成変遷図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１工区 

1967（Ｓ42）年 11 月 10 日完了 

第２工区 

1968（Ｓ43）年 10 月 20 日完了 

第３工区 

1969（Ｓ44）年 10 月 20 日完了 

第４工区 

1969（Ｓ44）年 10 月 20 日完了 

第５工区 

1970（Ｓ45）年 10 月 25 日完了 

第６工区 

1971（Ｓ46）年 10 月 15 日完了 

第７工区 

1972（Ｓ47）年 10 月 20 日完了 

第８工区 

1974（Ｓ49）年 9 月 30日完了 
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③ 道営・市営住宅整備状況 

 

    1977（S52） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    2020（R2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1967～1973 
（S42～S48） 

1969（S44） 

1970（S45） 

1970～1972 
（S45～S47） 

1972～1974 
（S47～S49） 

1972～1978 
（S47～S53） 

2007～2008 
（H19～H20） 

2001～2002 
（H13～H14） 

2009～2020 

（H21～R2） 

2001～2004 

（H13～H16） 

2003～2005 

（H15～H17） 

出典：国土地理院ウェブサイト 

出典：帯広市撮影航空写真 

1967～1969 
（S42～S44） 
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（２） 大空地区の人口 

 

① 帯広市人口・大空地区人口推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 大空地区年齢構造別推移 

   ア 年齢構造別推移（人）        イ 年齢構造別推移（割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※市総人口、市総世帯は、国勢調査の数値 
※大空人口、大空（世帯）、大空（男）、大空（女）は、住民基本台帳に基づく各年７月末日の数値 

※市年少人口、市生産年齢人口、市老年人口は、国勢調査の数値 
※大空年少人口、大空生産年齢人口、大空老年人口は、住民基本台帳に基づく各年７月末日の数値 

単位：（人） 

単位：（％） 

年 1970(S45) 1975(S50) 1980(S55) 1985(S60) 1990(H2) 1995(H7) 2000(H12) 2005(H17) 2010(H22) 2015(H27) 2020(R2)

市総人口 131,568 141,774 153,861 162,932 167,384 171,715 173,030 170,580 168,057 168,531 165,750

市総世帯 37,924 44,227 51,419 55,997 60,431 66,687 70,894 73,629 75,474 85,792 88,995

大空人口 1,862 6,761 9,111 8,767 7,279 6,339 5,528 4,847 4,540 4,454 4,482

大空（世帯） 557 1,933 2,612 2,613 2,345 2,307 2,221 2,113 2,036 2,246 2,332

大空（男） 896 3,329 4,425 4,219 3,437 2,964 2,614 2,257 2,068 2,038 2,019

大空（女） 966 3,432 4,686 4,548 3,842 3,375 2,914 2,590 2,472 2,416 2,463

年 2005(H17) 2010(H22) 2015(H27) 2020(R2)

市年少人口 24,089 21,774 20,637 19,100

市生産年齢人口 115,724 109,565 103,759 97,293

市老年人口 31,886 37,239 44,136 48,600

大空年少人口 632 537 503 549

大空生産年齢人口 3,230 2,611 2,086 2,049

大空老年人口 1,211 1,569 1,865 1,884

年 2005(H17) 2010(H22) 2015(H27) 2020(R2)

市年少人口 14% 13% 12% 12%

市生産年齢人口 67% 65% 62% 59%

市老年人口 19% 22% 26% 29%

大空年少人口 12% 11% 11% 12%

大空生産年齢人口 64% 55% 47% 46%

大空老年人口 24% 33% 42% 42%

単位：（人） 
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２ 大空地区地区別構想の策定経過 

 

（１） 地区別構想策定経過 

 

開催日 内容 

２０２２（Ｒ４）年 

 ７月２５日（月） 

第１回帯広市都市計画審議会 

議題：大空地区地区別構想の策定について 

（専門部会の設置） 

２０２２（Ｒ４）年 

 ８月 ９日（火） 

第１回帯広市都市計画審議会専門部会 

議題：大空地区地区別構想の策定について 

２０２２（Ｒ４）年 

 ９月１０日（土） 

大空地区まち育てアンケート調査 

場所：大空まつり会場（回答者数８１人） 

２０２２（Ｒ４）年 

１１月３０日（水） 

第２回帯広市都市計画審議会専門部会 

議題：大空地区地区別構想について 

・大空地区の現状と課題 

・大空地区の将来像 

・大空地区の土地利用の方針 

２０２３（Ｒ５）年 

 １月１０日（火） 

第３回帯広市都市計画審議会専門部会 

議題：大空地区地区別構想（原案）について 

２０２３（Ｒ５）年 

 ２月 ５日（日） 

大空地区地区別構想（原案）の地域説明 

（大空地区連合自治会総会前：出席者５１人） 

２０２３（Ｒ５）年 

 ２月２８日（火） 

第４回帯広市都市計画審議会専門部会 

議題：大空地区地区別構想（案）について 

同日 
第２回帯広市都市計画審議会 

議題：大空地区地区別構想について（報告） 
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（２） 帯広市都市計画審議会専門部会 委員名簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

役職名 氏名 備考 

部会長 小林 英嗣 
一社）都市・地域共創研究所 代表理事 

北海道大学 名誉教授 

委員 窪田 さと子 帯広畜産大学 環境農学研究部門 准教授 

委員 河西 智子 帯広市都市計画審議会委員（商工・経済分野） 

委員 神田 光英 帯広市都市計画審議会委員（建築分野） 

委員 紅葉 克也 帯広市都市計画審議会委員（土木分野） 

（左から、神田委員、河西委員、小林部会長、
窪田委員、紅葉委員） 

市庁舎での開催状況 現地視察 

大空会館での開催状況 
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（３） 帯広市都市計画審議会専門部会設置要綱 

 

 （設置） 

第１条 この要綱は、帯広市都市計画審議会条例（平成１２年条例第１１号。）第２条第  

３項及び第６条の規定に基づき、都市計画に関する専門の事項を調査するため、帯広

市都市計画審議会専門部会（以下「専門部会」という。）を設置し、その組織及び運営

に関し必要な事項を定めるものとする。 

  

 （構成） 

第２条 専門部会は、帯広市都市計画審議会（以下「審議会」という。）に属する委員の

うちから審議会会長が指名する委員及び市長が委嘱する専門委員若干名で組織する。 

  

 （部会長等） 

第３条 専門部会に部会長を置き、当該部会に属する委員のうちから審議会会長が指名

する。 

２ 部会長は、部会を代表し、議事その他の会務を総理する。 

３ 部会長に事故があるときは、あらかじめ部会長の指名する委員がその職務を代理す

る。 

 

 （運営） 

第４条 専門部会の会議は、必要に応じて部会長が招集する。 

２ 専門部会は、部会委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 部会長が必要と認めるときは、部会委員以外の者の部会への出席を求め、その者を

オブザーバーとして専門部会に参加させることができる。 

 

（公開） 

第５条 専門部会は、原則公開とする。 

２ 専門部会の公開に関する事項については帯広市都市計画審議会の公開に関する要綱

第２条から第１０条の規定を準用する。この場合において、これらの規定中「審議会」

とあるのは「専門部会」と、「会長」とあるのは「部会長」と読み替えるものとする。 

 

 （審議会への報告） 

第６条 部会長は、専門部会の調査結果を審議会に報告する。 

 

 （庶務） 

第７条 専門部会の庶務は、都市環境部都市建築室都市政策課において処理する。 
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 （廃止） 

第８条 専門部会は、次の各号に該当した場合、廃止するものとする。 

 （１） 当該専門の事項の調査が終了したとき 

 （２） 審議会で専門部会廃止の決議がなされたとき 

 （３） 専門部会の調査にかかる都市計画の案の審議が、審議会において終了したと 

    き 

 

 （施行の細目） 

第９条 この要綱で定めるもののほか、専門部会の運営その他必要な事項は、部会長が  

定める。 

 

 附 則 

（施行期日） 

この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。 

この要綱は、令和 ２年４月１日から施行する。 
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３ 大空地区まち育てアンケート調査 

 

（１） 実施概要 

 

  ［実施の目的］ 幅広い年齢層からの意見を収集するため 

    ［実 施 日］ 令和４年９月１０日（土） 

    ［調 査 方 法］ 大空地区内で実施された大空まつりにて、来場者にアンケート 

用紙を配布し、アンケート調査を実施した。 

    ［回 答 者 数］ ８１人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート調査の様子 
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（２） アンケート回答用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　
～
　
大
空
地
区
の
こ
と
教
え
て
く
だ
さ
い
　
～

今
後
の
大
空
地
区
の
こ
と
を
考
え
て
い
く
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
　

問
１

　
あ
な
た
の
年
齢
は
？

1
0
歳
代

2
0
歳
代

3
0
歳
代

4
0
歳
代

5
0
歳
代

6
0
歳
代

7
0
歳
以
上

問
２

　
お
住
ま
い
の
住
宅
は
？

戸
建
て
住
宅
（
持
ち
家
）

戸
建
て
住
宅
（
賃
貸
）

ア
パ
ー
ト
等

問
３

　
あ
な
た
は
大
空
地
区
に
お
住
ま
い
に
な
っ
て
、
ど
の
く
ら
い
に
な
り
ま
す
か
？

１
年
未
満

１
年
～
５
年
未
満

５
年
～
1
0
年
未
満

1
0
年
～
2
0
年
未
満

2
0
年
以
上

問
４

　
大
空
地
区
に
住
ん
だ
理
由
は
？

自
由
記
載

問
５

　
大
空
地
区
の
住
み
や
す
い
と
感
じ
る
と
こ
ろ
は
？

居
住
環
境
が
良
い
か
ら

交
通
の
便
が
良
い

車
の
通
り
が
少
な
い

地
域
の
人
間
関
係
が
良
い

公
園
・
緑
地
が
充
実
し
て
い
る

医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
る

出
産
・
子
育
て
環
境
が
充
実
し
て
い
る

教
育
環
境
が
充
実
し
て
い
る

人
が
集
ま
れ
る
公
共
施
設
が
充
実
し
て
い
る

そ
の
他
（

）

問
６

　
大
空
地
区
の
住
み
ご
こ
ち
に
つ
い
て
、
住
み
に
く
い
と
感
じ
る
と
こ
ろ
は
？

居
住
環
境
が
良
く
な
い

交
通
の
便
が
良
く
な
い

地
域
で
の
人
間
関
係
が
よ
く
な
い

公
園
が
う
っ
そ
う
と
し
て
い
る

医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
な
い

出
産
・
子
育
て
環
境
が
充
実
し
て
い
な
い

教
育
環
境
が
充
実
し
て
い
な
い

商
業
施
設
が
充
実
し
て
い
な
い

公
共
施
設
が
充
実
し
て
い
な
い

そ
の
他
（

）

大
空
地
区
ま
ち
育
て
ア
ン
ケ
ー
ト

問
７

　
こ
れ
か
ら
も
大
空
地
区
に
住
み
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
か
？

住
み
続
け
た
い

他
の
地
域
に
移
り
た
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

↳
問
7
-1
へ
お
進
み
く
だ
さ
い

↳
問
7
-2
へ
お
進
み
く
だ
さ
い

↳
問
7
-2
へ
お
進
み
く
だ
さ
い

問
７
-１

　
「
住
み
続
け
た
い
」
と
回
答
さ
れ
た
理
由
は
何
で
す
か
？

敷
地
が
広
い

自
然
が
多
い

現
在
の
居
住
環
境
を
気
に
入
っ
て
い
る

家
族
の
都
合
で

人
間
関
係
が
良
い

親
戚
や
知
人
が
多
い

教
育
上
の
理
由
か
ら

仕
事
上
の
理
由
か
ら

地
域
に
魅
力
が
あ
る

そ
の
他
（

）

問
７
-２

　
「
他
の
地
域
に
移
り
た
い
」
、
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
と
回
答
さ
れ
た
理
由
は
何
で
す
か
？

交
通
の
便
が
悪
い

商
業
施
設
が
少
な
い

ま
ち
な
か
か
ら
遠
い

家
族
の
都
合
で

人
間
関
係
に
不
安
が
あ
る

親
戚
や
知
人
が
少
な
い

教
育
上
の
理
由
か
ら

仕
事
上
の
理
由
か
ら

地
域
に
魅
力
が
な
い

そ
の
他
（

）

問
８

　
生
活
す
る
に
あ
た
っ
て
の
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
す
か
？

自
由
記
載

問
９

　
２
０
年
後
の
大
空
地
区
に
望
む
も
の
は
何
で
す
か
？

自
由
記
載

【
ま
ち
育
て
に
関
す
る
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
】

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

帯
広
市

都
市
環
境
部

都
市
建
築
室

都
市
政
策
課

都
市
計
画
係

担
当
：
中
島
・
堀
田

 
：
（
0
1
5
5
）
６
５
－
４
１
７
５
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（３） アンケート集計結果 

 

問１ 回答者の年齢構成          問２ 住まいの形態 

   （有効回答数 81票）           （有効回答数 80票） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２０歳代は０名 

 

問３ 大空地区での居住年数        問４ 大空地区に住むこととなった 

   （有効回答数 75票）             主な理由 

 

  ・両親や家族、親戚等の都合 

  ・土地が安い、土地が広い 

  ・住みやすいから 

   など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戸建て住宅 

(持ち家) 

69％ (55 人) 

戸建て住宅(賃貸) 
9％ (7 人) 

アパート 

23％ (18 人) 

1年未満 
4％ (3 人) 

1年～ 

5年未満 

17％ (13 人) 

5 年～10 年未満 

12％ (9人) 

10年～20年未満 

37％ (28 人) 

20年以上 

29％ (22 人) 

10歳代 

40％ (32 人) 

30歳代 

17％ (14 人) 

40歳代 
15％ (12 人) 

50歳代 
9％ (7 人) 

60歳代 
5％ (4 人) 

70歳以上 
15％ (12 人) 
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問５ 大空地区の「住みやすいと感じるところ」（複数回答可）（有効回答数 73 票） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５の回答のうち上位４項目における年代別集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0 10 20 30 40 50 60

居住環境が良い

車の通りが少ない

公園・緑地が充実している

地域の人間関係が良い

教育環境が充実している

交通の便が良い

人が集まれる公共施設が充実している

出産・子育て環境が充実している

医療・福祉サービスが充実している

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

60歳以上

30～59歳

10歳代

全年代

42人 

34人 

33人 

20人 

13人 

9人 

8人 

5人 

2人 

6人 

33％ (42 人) 26％ (34 人) 26％ (33 人) 16％ (20 人) 

27％ (18 人) 29％ (19 人) 30％ (20 人) 14％ (9 人) 

35％ (16 人) 28％ (13 人) 17％ (8 人) 20％ (9 人) 

47％ (8 人) 12％ (2 人) 29％ (5 人) 12％ (2 人) 

居住環境 

が良い 

車の通り 

が少ない 

公園・緑地が 

充実している 

地域の人間 

関係が良い 

・３０～５９歳と６０歳以上では居住環境の良さが最も多く、１０歳代では公園・緑地の充実が最も多い。 

単位：（人） 
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問６ 大空地区の「住みにくいと感じるところ」（複数回答可）（有効回答数 71 票） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６の回答のうち上位４項目における年代別集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0 10 20 30 40 50 60

商業施設が充実していない

交通の便が良くない

公共施設が充実していない

医療・福祉サービスが充実していない

公園がうっそうとしている

出産・子育て環境が充実していない

教育環境が充実していない

地域での人間関係がよくない

居住環境が良くない

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

60歳以上

30～59歳

10歳代

全世代

・どの年代においても、商業施設が充実していないことを住みにくい理由とする意見が多かった。

商業施設が充

実していない

交通の便が

良くない

医療・福祉サービス

が充実していない
公共施設が充

実していない

50人 

26人 

21人 

14人 

12人 

5人 

4人 

2人 

0人 

15人 

45％ (50 人) 23％ (26 人) 19％ (21 人) 13％ (14 人) 

47％ (15 人) 22％ (7 人) 22％ (7 人) 9％ (3 人) 

45％ (24 人) 23％ (12 人) 21％ (11 人) 11％ (6 人) 

42％ (11 人) 27％ (7 人) 12％ (3 人) 19％ (5 人) 

単位：（人） 
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問７ 大空地区に住み続けたいか  問７－１ 「住み続けたい」と回答した 48人 

  （有効回答数 71票）         による、その理由（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 大空地区に住み続けたいか  問７－２ 「他の地域に移りたい、どちらとも 

（有効回答数 71票）                  いえない」と回答した２９人による、 

その理由（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 生活するにあたっての困りごと    問９ ２０年後の大空地区に望むもの 

 

  ・買い物が不便              ・商業施設の充実 

  ・除雪が遅い               ・活気が欲しい 

  ・交通の便が少ない            ・除雪が遅い 

   など                   など 

 

 

 

その他

仕事上の理由から

教育上の理由から

地域に魅力がある

家族の都合で

親戚や知人が多い

人間関係が良い

敷地が広い

自然が多い

0 5 10 15 20 25

その他

地域に魅力がない

親戚や知人が少ない

人間関係に不安がある

教育上の理由から

家族の都合で

仕事上の理由から

交通の便が悪い

まちなかから遠い

商業施設が少ない

0 5 10 15 20 25

住み続けたい 

62％ (48 人) 

他の地域に移りたい 12％ (9 人) 

どちらとも 

いえない 

26％ (20 人) 

・他の地域に移りたいやどちらともいえない要因は、商業施設が少ないことを理由とする意見が

多かった。 

・大空地区に住み続けたいと感じる要因は、自然が多いなど、居住環境の良さを挙げる意見が多か

った。 

                       23人 

18 人 

17 人 

14 人 

8 人 

7 人 

7 人 

3 人 

2 人 

5 人 

              13 人 

12 人 

9 人 

5 人 

3 人 

2 人 

0 人 

0 人 

0 人 

3 人 

住み続けたい 

62％ (48 人) 

 

どちらとも 

いえない 

26％ (20 人) 

他の地域に移りたい 12％ (9 人) 

現在の居住環境を 
気に入っている 
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４ その他 

（１） 参考事例 

① hocco（ホッコ） 

hocco は、東京都武蔵野市の住宅地にあり、小田急バスにより整備された住宅団地

です。 

当該地周辺地域は幅広い世代が居住するものの、居場所がなく、それぞれが孤立し

ていたエリアでした。複数の都市計画公園や分譲マンションの公開空地に近接する公

共性の高い立地を生かしながら、まちの個性が顕在化し、住民が暮らしに誇りを持て

る、地域に寄り添った不動産開発を目指したものです。 

日常生活の暮らしぶりを分かち合うため、団地内には 13 戸中５戸を店舗兼住宅と

しているほか、キッチンカーや近隣住民も出店するイベントの開催など、入居者以外

の様々なチャレンジャーの活動を敷地内で受け入れています。 

    この hocco は、居住環境が大空地区と似ていることから、大空地区の活力の向上

に向けた取り組みの参考事例として掲載するものです。 
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